
○甲賀市下水道排水設備指定工事店の違反行為の処分等に関する要綱 

平成２５年１０月２５日 

告示第６７号 

改正 平成２６年９月１日告示第５１号 

（趣旨） 

第１条 この告示は、甲賀市下水道条例（平成１６年甲賀市条例第１３７号）第７

条第２項、第３１条第１項第１号及び第３号のうち第８条第１項、甲賀市農業集

落排水処理施設条例（平成１６年甲賀市条例第１４１号）第１１条第２項、第２

５条第１項第１号並びに甲賀市下水道排水設備指定工事店規則（平成１６年甲賀

市規則第１２０号。以下「規則」という。）第１０条第２項各号の規定に基づく

処分に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（違反行為の調査、報告等） 

第２条 上下水道部長（以下「部長」という。）は、甲賀市下水道排水設備指定工

事店（以下「指定工事店」という。）が規則第１０条第２項各号についての違反

行為を行った疑いがあるときは、その事実関係の調査を行う。 

２ 部長は、前項の調査において違反行為が認められたときは、当該指定工事店に

対し、直ちに違反行為を是正するよう指導する。 

３ 部長は、前項の場合において、当該指定工事店からてん末書の提出を求めると

ともに、違反行為調査報告書を作成し、市長に報告しなければならない。ただし、

当該違反行為が記載誤り等の単純な手続の誤りであって、明らかに故意によらな

いと部長が認める場合は、これらを省略することができる。 

（文書による注意） 

第３条 部長は、違反行為の内容を検討し、指定取消し又は指定停止は要しないが、

違反行為の再発を防止するための注意等を促すことが必要と認めるときは、文書

による注意を行うことができる。 

（審査委員会開催の要否） 

第４条 部長は、違反行為の内容を検討し、指定取消し、指定停止又は過料の処分

（以下「行政処分」という。）が必要と認められるときは、市長に報告し、違反

行為審査委員会（以下「審査委員会」という。）開催の要否について、意見を具

申することができる。 



（意見陳述のための手続） 

第５条 市長は、違反行為の内容が行政処分に相当すると認めるときは、審査委員

会の開催前に、当該処分の名あて人になるべき者について、弁明の機会を付与し、

又は意見陳述のため聴聞の手続を甲賀市行政手続条例（平成１６年甲賀市条例第

１７号）及び甲賀市聴聞等に関する規則（平成１６年甲賀市規則第１８号）に基

づき行うものとする。 

２ 弁明の機会の付与にあっては、弁明書の提出を求めるものとする。 

３ 聴聞の実施にあたっては、聴聞通知書により通知する。 

４ 聴聞は、部長が主宰する。 

５ 聴聞を終結したときは、部長は、速やかに聴聞調書、聴聞報告書及び処分案を

作成し、審査委員会に報告する。 

６ その他の手続きに関しては、甲賀市行政手続条例及び甲賀市聴聞等に関する規

則に定めるところによる。 

（審査委員会） 

第６条 市長は、行政処分が必要と認められる場合、指定工事店の処分の公正の確

保及び透明性の向上を図るため、審査委員会を設置する。 

２ 審査委員会の所掌事項は、行政処分について協議し、公平にその判定を行い、

速やかに市長に報告することをもってその権限とする。 

３ 審査委員会は、部長、上下水道部次長、下水道課長、下水道課員の中から下水

道課長が指名した者、上下水道料金課長及び上下水道料金課の中から上下水道料

金課長が指名した者を委員として６人で組織する。 

４ 委員長は、部長をもって充て、審査委員会を代表する。 

５ 委員長に事故があるとき、又は欠けたときは、委員長が審査委員会の設置時に

あらかじめ指名した委員がその職を代理する。 

６ 委員長は、必要に応じて審査委員会を招集し、会議を主宰する。 

７ 審査委員会は、３分の２以上の委員が出席しなければ開くことができない。 

８ 審査委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の

決するところによる。 

９ 審査委員会は、必要に応じ関係者等の出席を求め、説明又は意見を聴取するこ

とができる。 



１０ 審査委員会は、会議の経過及び結果を速やかに市長に報告しなければならな

い。 

１１ 審査委員会の庶務は、上下水道部下水道課において処理する。 

（処分） 

第７条 市長は、指定工事店が別表に定める違反行為を行ったときは、同表に定め

る処分を行うものとする。 

２ 前項に定めるもののほか、この告示に定める基準により処分することが不適当

と認めるときは、その都度判断の上処分するものとする。 

（処分の内容の変更等） 

第８条 市長は、前条の規定により処分を受けた指定工事店（以下「被処分者」）

について、酌量すべき特別の理由又は極めて悪質な事由のあることが明らかとな

ったときは、当該処分の内容を変更することができる。 

２ 市長は、被処分者が該当処分に係る事案について責を負わないことが明らかで

あると認められるときは、当該指定工事店に対し、行った処分を取り消すことが

できる。 

（処分の通知） 

第９条 市長は、決定した処分の内容については、被処分者に対し下水道排水設備

指定工事店処分通知書（様式第１号）をもって通知を行う。 

２ 前項の処分を行う場合には、規則第１１条第１項第２号の規定に基づき、公示

（様式第２号）を行う。 

（処分に伴う取扱い） 

第１０条 市長は、第７条の規定により処分が決定したときに未竣工の工事がある

ときは、その工事に限り竣工まで被処分者に施工させることができる。 

２ 被処分者は、第７条の規定により処分が決定したときに、前項の規定に関わら

ず、甲賀市下水道排水設備指定工事店証を遅滞なく返納しなければならない。 

（下水道排水設備工事責任技術者に対する処置） 

第１１条 市長は、処分の内容及び被処分者の担当下水道排水設備工事責任技術者

を、下水道排水設備工事責任技術者の資格認定を行っている公益財団法人滋賀県

建設技術センターに報告するものとする。 

（その他） 



第１２条 この告示に定めるもののほか、指定工事店の処分に関し必要な事項は、

その都度市長が定める。 

付 則 

この告示は、平成２５年１２月１日から施行する。 

付 則（平成２６年告示第５１号） 

この告示は、平成２６年９月１日から施行する。 

別表（第７条関係） 

１ 不正申請 

違反内容 処分内容 根拠条文 関係令条文 

１ 不正の手段により指定工

事店として指定を受けたと

き。 

指定取消し 規則第１０条

第２項第１号

規則第４条 

２ 遵守事項違反 

違反内容 処分等内容 根拠条文 関係法令条文 

１ 下水道に関する法令、条

例、規則その他市長が定める

ところに従い誠実に排水設

備工事を施工しなかったと

き。 

 規則第１０条

第２項第１号

 

① 工事施工の申し込みを

受け、正当な理由なく依頼

を拒んだとき。 

指定停止１

月以下 

 規則第６条第２項第１号

② 工事を適正な工費で施

工しなかったとき。 

指定停止１

月以下 

 規則第６条第２項第２号

③ 工事契約に際して工事

金額、工事期限その他の必

要事項を明確に示さなか

ったとき。 

指定停止１

月以下 

 規則第６条第２項第２号

④ 工事の全部又は大部分 指定停止３  規則第６条第２項第３号



を一括して第三者に委託

し、又は請け負わせたと

き。 

月以下 

⑤ 指定工事店として自己

の名義を他の業者に貸与

したとき。 

指定停止３

月以下 

 規則第６条第２項第４号

⑥ 甲賀市下水道条例第７

条第１項及び甲賀市農業

集落排水処理施設条例第

１１条第１項に規定する

排水設備工事の計画に係

る市長の確認を受けない

で着手したとき。 

指定停止３

月以下及び

過料５万円

以下 

 規則第６条第２項第５号

甲賀市下水道条例第３１

条第１項第１号 

甲賀市農業集落排水処理

施設条例第２５条第１項

第１号 

⑦ 責任技術者の管理の下

で設計及び施工ができな

かったとき。 

指定停止１

月以下 

 規則第６条第２項第６号

⑧ 工事の完了後１年以内

に生じた故障等について、

天災地変又は使用者の責

めに帰すべき理由による

ものでない限り、無償で補

修しなかったとき。 

指定停止３

月以下 

 規則第６条第２項第７号

２ 災害等緊急時に、排水設備

の復旧に関して市長から協

力の要請があった場合、これ

に協力するよう努めなかっ

たとき。 

文書注意又

は口頭注意

規則第１０条

第２項第１号

規則第６条第２項第８号

３ 届出義務違反 

違反内容 処分内容 根拠条文 関係法令条文 



１ 異動届を提出しないとき、

又は虚偽の届出をしたとき。

指定取消し 規則第１０条

第２項第１号

規則第９条第２項 

２ 辞退届を提出しないとき、

又は虚偽の届出をしたとき。

指定取消し 規則第１０条

第２項第１号

規則第９条第１項 

４ 指定工事店の責務違反 

違反内容 処分内容 根拠条文 関係法令条文 

１ 市長の求めに対し虚偽の

報告や虚偽の資料提出をし

たとき。 

指定停止３

月以下 

規則第１０条

第２項第２号

 

２ 新設等の工事が完成した

日から５日以内に排水設備

工事完了届の届出をしない

で、検査を受けなかったと

き。 

指定停止３

月以下及び

過料５万円

以下 

規則第１０条

第２項第１号

甲賀市下水道条例第８条

第１項及び第３１条第１

項第３号 

甲賀市農業集落排水処理

施設条例第１２条第１項

３ その他、業務に関し、不誠

実な行為があるなど、市長が

指定工事店として不適当と

認めたとき。 

指定取消し

又は指定停

止３月以下

規則第１０条

第２項第２号

 



 



 



様式第１号（第９条関係） 

様式第２号（第９条関係） 

 


